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け
ら
！―十
ｉ
・
　
十■ヽ，、
―，、
に
、
中
刊
め
に
枠
‐
√
け
て
い
、
■
！
一

航
（文
十
一有
十
ｉ
ｖ！
、
ｔ‐サ
，

一
片
、
本
田
止
い
か
―＞
一■
■
―
打
≡
≡
い

☆
が

行
的
！、
‐，♪
Ｌ品
■
，‐′れ
ヽ
．

…！―‥
た
、
探
ネ
ヤ
丁
ｆ

一′
ｌｉ
杵
片

ら
れ
る
が
、
時
川
＝
不
■
で
あ
ヽ
ぃ
以
上
”
■
州
”
■
料
は
、

断
片
的
な
―、
の
で
、
石
帯
の
伴
存
関
係
な
ど
―、
不
明
で
あ
る
≡

十111,

畿 | |

ｉｔｉｔ
州

！一り
　
・
ｌｉ
器

は
、
十

坂

・
下
町
沢

、
何

・
上

野
沢

、
坪
町

・
イ
峠

ノ
下

川
■

ｏ
ホ

叫

な

，

か
ら

十…
‐‐
ｉ

し

て

い
る
が
、

こ
れ
ま

た
断
片

的

な
４

料

で

あ

り
、
■

……
十
一許

る

こ
Ｌ

い
で
■

な

い
中

ｒ

の
う

ち
、
紘

肝
真

”

れ
る
対

減
一純

文

”
ｉ

襟

は
、
判

羽
部
刈

羽

只
妖

”
十
荻

い々
ｉ
千

　
・
ｌｉ
併

に
ひ
と

‐
卜

」

す

た
、
高
科
中
（ｄ
式

、
ｌｉ‐―卜

式

、
十

二
革
提
古
、■
認

十
一さ

れ

る
ｉ

株

は
、
―
十
；

濃

川
と

≡

■
■
い

一
ん
長
■

い

い
■

株

Ｌ
お
一橘

が
十
）え

ら
れ

る
市

川
■

・

オ

川

―――
■

い
　
一れ

に

い
イ
‐十七

は
、

こ

つ
い町
州
一の
も

い
で
占

あ

ニッ

ｉ
■
巾
Ｈ

卜
〓
［　
付

′，．
に
は
い出

―！――
一れ

は
知

―♭
打
て

い
な

い
。

ｒ

【

Ｉ

よ

■

二十

株

で

、

門

に

…――――

方

の

加

■

刊

Ｅ

引

武

、

阿

胡

式

に

相

「

■

を，
．

巾

町
■

”
ｒ

，
，
で

ヽ

、

Ｌ

り

わ

け

こ

“

時

対

”

ヽ

の

か

掟

―
チ

≡
く

、

小

千

作

■

Ｌ

■

も

Ｌ

■

‐‐

、

―
‐
ｉ

挫

川

片

拭

，

作

所

で

ｉ

一～ｔ！．
■

れ

て

ヽ、
る

“

＝

”
一ｒｉ

ｆ

十
一比

に

向

■

て

い
・も

片
ム
″
占
ヽ
≡
キ

一意

し

た

い

ｔ‐

後

町

ｆ、Ｉ

い―

め

に

仕

ド

う
け

ら

れ

る

二

十

柿

場

丈

■

株

に

、

馬

市

式

Ｌ

「
■

，

く

―ｌｉ

濃

川

片

帆

を

■

楳

と

し

て

発

■

し

た
姉

方

――ｌｔｌ
ｉ

十

器

で

あ

る

特

殊

ん

利

４

丈

に

よ

つ
イ
注

”
徴

づ

け

ら

れ

る

こ

の

十

林

は

、

上

片

只

・
矢

ヤ|

Jと

|| |

I R

i l ‐'

韓:―‐ン
■■■■||■■ ■ 竿|

tド→韓
十資!||■|

|キif

ⅢⅢ 二 ! ) i ) 1` 1 . 1 :  ユ|

十t rl)ャ)ナr5 1fl 十々 11 (ヽ
lJ IIL ナri ttf  ll 十1 ,1 1キ

跡|:“it叫li下叫

子i l l キ| ▼l i'' t  ヽ十11 (| ″十 11+ 下) Ⅲ

14:■ ン

作 十  ■  ば, !、 14 下   十
。  iち  ′1     `(つ  ・  [`  ‐〔
t 行つ た た l t 純制 争
よ竹i l 、ブ、 | , 〒く ク r l 、十`
十ギ ・う ! ご | | ! | 「r l  ・
|・ ~む ,|ギ に  ~ご 力、 11  1i
( ' ( P ,  1 1 1  や` よ) ' ) ' 1 :  | , 1

1 【り I J ■イ, る | まと ` | )

!R _

|!lif lヤ



な う ‖J I[ HJ ナ|' を
ヽヽ
Ⅲ
しに に メt l ヤl J じと

が ム| | ↓な を 取 岬|
｀
| | 十性 l i  1 1 ) ! t ヤつ t ,  t ' )
i  tめ 〔わ |、 t) l  r  l

か な|[|||ど)|サを ( ルЧ 十11
tャ Ⅲ! 中こ ● !中| '! イヽ 十七

七 li イ( 11,(ⅢⅢ :| |! iを
げ)|十t 予苦 =Ⅲ  Ⅲl l,、 /二 十1-

|せ てア)式 ' ニ ヤ|| |、 L に
1上 十二 十 1  1i t iti 卜 ,
t  ヽ  |キt t_  ｀ 十, サi l

/ t  1 1  1 1  ｀ 十 ■  | | !イ,
ヤ)   `  ど  ||  イ1      '|   !
て  |十 1!|     ―||  li     サi
k  二|二
   ` i   t i  l l   ‐Ⅲ , 1 )

す】` ! 、 十  1 1  , 十 1 1  +  ヤ

|  ヽ 1 1 1  拘 ! ェ しい 。 1 '  l i

, 「i r u  ォ| :  十l   r i  l 「1  1      ｀

十! 1  , 1 , 、 !

イ1 1 に、|
i 二 |  |

第 1 1 図 よ 1 l F 十に| ) 〔和

イli台名11ら1lⅢ tWヱi'! t il「| |!それ1忙|

(126)

た ‖! Ⅲヽ い イ 1 、て い   わ 片 声)  鉱
〔 !  つ ( Ⅲ●) 佑 l r  i f  d かと | ド弥 C な

F イ■ i  t いを | : | せt 1ヽ ゴ1  1` ) ｀ら ■1  ど`
f  ■= (う l t  l H !  i十1   ヽ   十1 1 1ド , l i  ヽヽ れッ |キ亨1 1  7 )
l i  仰|  ! iヤ ル|  |十 1 1  ナt ,  二 十ヽ り!  t  ヽ ' ,  る 1  ヽ !■ |ニ
ⅢⅢ F■ tl  ヤl i  ヽ i   t  t i ) t  t t  f    tメ υノ υツ 1■= ″`
十1  ヽ |  ′い 1  :ヽ  サ  十ヽ  年 十1 + (「   あ  み ;i !  イ(i  に

十it り な  ―
||: | 、

 |く IⅢ …   テ  て 4巧   耳 【

(127)

原
や
中
子

・
元
中
子
の
道
郎
か
―…＞
典
理
的
な
資
料
が
出
ｉ
し
て
い
る

（田

版
二
）
。　
し
か
し
、
正
式
な
発
掘
甜
Ｉ
の
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
な
く
、

与
く
の
不
明
な
点
を
の
こ
し
て
い
る
「
二
十
柿
場
武
ど

工
仏
生
ド
Ｌ
の
問

に
は
、
上
片
貝

・
明
神
出
土
め

一
部
の
■
黙
な
ど
が
介
■
十
る
Ｌ
は
わ
れ

る
が

一ァ
、
て
の
キ
【村
中住
，い
た
つ
て
‐少
な
い
中
三
よ
い■
■
へ
ｒｉ
株
は
，
柿
ず
！
中
」

を
代
表
す
る
■
株
で
あ
り
、
そ
の
発
地
地
に
か
な
り
■
い
．
＝
式
上
一い
い

子
は
■

・
＝
本
■
か
ら
は
、
代
部
に
，
次
内
孔
を
よ
つ
伍
様
■
株
か
充
児

さ
れ
、
中
＝
一孝
工
郎

・
キ
付
比
帖
向
氏
●
■

「
Ｌ
ＩＩＩ‐
―十！……‐
と
し
て
Ｌ
，
れ
，

，
Ｈ

≡

い
れ
た
，
十
た
、
“
中
に
ｒ
ヽ
ｒｉｆ
れ
を
ヽ

「
■
■
ｌｆ
蚊

内
有
艦
■
、
■
′
――‐‐ｉ‐

な
と
か
ら
ｔ！、
一＝
一性
〓
れ
て
，
い
、
こ
い
時
１１１１
声

特
■
十
■
化
と
≡
■
・■
――

し
て
―
い
い
一
ろ
う
一
後
Ｗ

Ｉ十けど

い
Ｌ
Ｉ十‐‐
＝
　
．■
十‐
一＝
一十一「
の
卜
！
‐
…十…
土
ド
に
■
一

れ
た
ｔ
い
で
　
「＝
一は
な
，＝
消
糾
“ｋ
わ
ｌｉ
Ｆ
は
一ｋ
を
ヽ

つ
，
い
ま
ｉ
ｔ
ｎ
ｌ

株
に
、
■
わ
イーィ
少
ｉ
・オー！
辞
Ｌ
Ｉ、
■
ん

！―――‐
，■
つ■
，
石
十
≡
≡れ
、　
よ
り
古
対
的

一■
北
的

工
Ａｒ

め
に
祖
ｉ
こ
■

，１１
て
い
一
■
■
一，Ｐ
ｔ
汁
！意
し
―‐…
十

■‐‐，
ば
，～ｆ

ら
な
い
し
上
片
収

。
明
神
十
上
／
‐――
十
！
■

ｈ
■
、　
‐―．…
よ

―……
■
ド

声
■
―…‐
！
！

―
れ
て
い
る
一高
‐‐―‐
～
　
ｉ

「一
一
一Ｐ一
′
ヽ
■

一■

＝

い

花

古
代

。
中
世
の
道
物
は
、
ほ
は
小
千
谷
市
行
を
中
心
Ｌ
し
た
‥―――‐
い
に
■
い
．

ュハ
　
お
　
わ

り
　
に

悠
久
な
流
れ
を
つ
づ
け
る
信
濃
川
は
、
一
・れ
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
う
た
人

間
の
圧
史
を
は
や
く
た
で
き
た
。
い
ま
私
た
ち
は
、
視
点
を
中
古
な
の

部
、
小
千
谷
市
城
に
十
え
ヤ、

二
≡の
道
跡
止
物
を
お
お
ま
か
で
■
あ
る
が
、

な
が
出
て
■
た
。

わ
十
１，
く
方
の
単
付
亨
一も
「
て
枚
え
ら
れ
る
で
あ
る
う
、
無
一上
株
時
）代

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
た
だ
そ
の
存
“
力
≡知
る
の
み
で
あ
「
声
．
純
才
一時
ャ

代
い
文
化
に
は
、
Ｌ
相
的
な
い
い
方
で
は
あ
る
が
、
川
の
流
れ
い
よ
う
に

Ｌ
町
い
方
府
か
ら
下
「
て
き
た
も
の
も
あ
「
た
し
、
ま
た
逆
に
対
■
長
一カ、

い

＝

「
て

≡
ユ

■

′‐‐．
か

ら

の

文

化

の

形

報
Ｔ

や
つ
　
・
ｋ

か

一

卜
一
】

卜
，
か
十

二

一

一一

に
ヽ
ま
し
て
析
柏
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
川
い
流
城
を
中
心
に
加
一】
夜
科
ゥｒ
一

十
二
ば
た
文
化
の
こ
と
で
あ
る
ゃ
「馬
高
‐
、
ギ

十
柄
場
」
、
ど
丁
一【■
点
の

名
で
代
共
さ
れ
る
中
町
在
瑚
い
純
文
文
化
は
、
も
ち
み
ん
狩
挑

・
漁
捗

・

柏
均
採
に
な
ど
に
よ

「
て
さ
さ
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
信
提
所

の
不

ゲ
”
流
れ
に
か
か
わ
り
な
く
、
一
・れ
≡
れ
に
叫
な

「
た
い■
を
性

か
せ
た
い

は
な
げ
て
あ

「
た
か
ぃ
，
ｉ
ｌ‐
れ
た
い
＝
を
単
＝
し
、
‐―――
山
■
を
ふ
か
れ

■
掘
Ｌ
い
う
′子
般
を

十１二
お
し
て
解
決

（
Ｌ
せ
す
ら
れ
ば
な
い
た
ふ
！

米
的
ｋ
仕
、
「ｉＦ
的
弥
■
文
化
か
、
こ
い
川

ｔ，”
洗
攻
に
杖
を
お
あ
ｆ
の

は
十
力
な
こ
生
で
は
な
か

す
た
ろ
う
ｔ‐
な
い
性
＝
技
術
し
か
せ、■

な
い
エ

の
時
代
め
く
た
ち
に
Ｌ
「
て
、
大
部
分
い
１１
地

一世
丘
）
は
に
と
ん
ど
価

イーー！ｒあ

な
い
‐ｔ、
い
で
あ
「
た
ぃ
住
む
末
は
よ
わ
め
て
少
な
か
「
た
し
、
ま
た

モ
い
川
問
も
年
か
か
「
た
Ｌ
≡
え
ら
れ
る
。
一
れ
に
し
て
も
、
ｉ
こ
で
か

れ

―…，
は
、

た

と
え

一
時
的

に
し
ろ

ど

の
よ
う

な
性
活

を
送

っ
て

い
た

の
で

あ

る
う

か
。

一叫
‐十‐ｔ
一は
ふ

Λ
……
、■

人
「
日

の
そ

れ

に

つ
な

が
る
村

十
ら

く

り

、

円
を

―ャ
．り

ひ

ら

、ヽ
て

い

つ
た

の
は
、
須

忠

株

・
■

師

器

の
使

用
者

た
ち

で

あ

っ
た
と
思

つ
し

か
れ
品

は
久

し

い
空

――‐
の

時
代

つ

の
ち

に
市
場

す

る

が
、

よ

り
高

い
枠
事

一技
術
に

さ

さ

え
ら

れ

て
、
排
地

を
拡
大

し
、
牛
ｒ

を
市

め

て

い

っ
た

に

ち
一が

い
な

い
。

「
千
Ｅ

叫
」

は

か

れ
ら

の
故
郊

で
あ

「
た
ぃ

こ
ぅ

し

た

イ

メ
ー
ジ
を

さ
ら

に
よ
体
的

に

日
付

け

し
、
正

Ｌ
一イ
、圧

掟
付
一

述

す
る
た

め

の

ひ

た
つ
の
子

が

か
り

と
し

て

，
私

た
ち

は
あ
え

て

こ

の
報

上
日
十
一
中
い
■
先

最

わ
一に
、　
ご
百

つ
け
く

ウ、「え

て
キ
結
男
と
し

ん
一し
だ

い
で
お
ヤ

ウ０
し

注

（
１

）

ナ
【‐‐
■

勝

＝
「
「
退

後

回

三

格

西

耶

村

原

両

耶

有

祥

出

所

地

名

衣

ｔ

束

■

人

獅
一学

会

純

詰

八

巻

八

Ａ

け

．

大

町

延

太

郎

「
魁

後

旅

行

兄

問

競

予
「
器

時

代

古

ル

姓

跡

中

郎

キ
」

市
■

十

↑
＝
一学

会

靴
半

上

一／、
巻

一
七

六

，

。

江

地

は

中

他

「
石

祥

時

代

キ

い

時

代

逃

物

発

児

地

ヤ
‐
チ

」

束

京
十

人
類
学
会
雑

ｉｉｔ
ｉ‥
一
九
巻
二

一
工
号
．

化

々
ホ

い

山

「
打

た

地

中

有

伴

時

代

止

れ

」

束

す

人

類

】

Ａ

仰

託

一

川

十
二

ｉ
ｆ

〕
，
■

（
２

）

魚

沼

無

日
「
成
了
後

に

十

け

る

有

足

以

前

い

住

民

■

■

を

つ

地

物

‐一
―１１

学

此

榊

ｉ

三

二

巻

一
二

■
■

大
収
久
Ｗ
郎

一
越
後
に
か
け
ネ
有
排
時
代
逃
跡
遣
物
」
人
類
■

琳
十

二
≡
ｔｌ
え

！

一
早
ウ

「
人
収
久
円
叫
■
よ
い
の
報
告
」
人
類
学
軒
十詰
〓
九
巻
四
サ
。

（
３
）
ユ
帖

一
郎

「
荘
後
中
魚
沼
＝
芋
奴
の
土
朴
―――各
社
」
人
類
学
＝
■
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